
　

日

本

生

産

性

本

部

は

３

月

�

日

、

第

１

０

１

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

３

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

上

司

を

選

ぶ

～

『

自

己

開

示

』

の

文

化

が

育

て

る

上

司

も

部

下

も

成

長

す

る

新

し

い

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

形

」

を

テ

ー

マ

に

さ

く

ら

構

造

代

表

取

締

役

の

田

中

真

一

氏

が

講

演

し

た

。

　

田

中

氏

が

２

０

０

６

年

に

創

業

し

た

さ

く

ら

構

造

（

本

社

＝

札

幌

市

）

は

構

造

設

計

者

を

１

０

０

人

以

上

抱

え

、

構

造

設

計

事

業

、

耐

震

診

断

・

耐

震

補

強

設

計

事

業

、

構

造

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

事

業

、

建

設

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

事

業

を

展

開

し

て

い

る

。

　

同

社

で

は

２

０

１

１

年

頃

か

ら

、

管

理

職

制

度

の

機

能

不

全

、

低

い

生

産

性

、

営

業

上

の

細

か

な

ト

ラ

ブ

ル

、

社

員

の

離

職

な

ど

組

織

の

機

能

不

全

が

起

こ

っ

て

い

た

。

売

上

は

伸

び

た

が

、

社

員

が

疲

れ

て

い

る

、

自

信

を

失

っ

て

い

る

、

楽

し

そ

う

で

は

な

い

、

社

員

同

士

で

協

力

し

合

わ

な

い

、

上

司

・

取

引

先

・

顧

客

に

関

す

る

愚

痴

が

多

い

と

い

っ

た

現

象

が

見

ら

れ

、

２

０

１

８

年

度

の

離

職

率

は

�

・

３

％

に

達

し

て

い

た

と

い

う

。

　

そ

こ

で

同

社

で

は

、

社

内

風

土

改

革

の

た

め

の

各

種

施

策

（

Ｍ

Ｖ

Ｐ

Ｖ

、

上

司

選

択

制

度

、

ド

ラ

ゴ

ン

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

等

）

を

導

入

し

た

。

　

Ｍ

Ｖ

Ｐ

Ｖ

（

経

営

理

念

）

で

は

、

Ｍ

Ｉ

Ｓ

Ｓ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

を

「

高

耐

震

を

、

あ

た

り

ま

え

に

」

、

Ｖ

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

を

「

日

本

の

耐

震

技

術

を

世

界

に

広

め

、

構

造

業

界

シ

ェ

ア

№

１

に

な

る

」

、

Ｐ

Ｏ

Ｌ

Ｉ

Ｃ

Ｙ

を

「

構

造

設

計

者

の

価

値

向

上

」

、

Ｓ

Ａ

Ｋ

Ｕ

Ｒ

Ａ

　

Ｖ

Ａ

Ｌ

Ｕ

Ｅ

（

行

動

指

針

）

を

「

約

束

を

守

る

。

体

調

管

理

は

仕

事

の

一

つ

。

仲

間

を

信

頼

し

、

助

け

合

う

。

遊

び

心

で

、

心

に

余

裕

を

。

常

に

想

像

し

、

期

待

を

超

え

る

。

気

合

い

と

粘

り

強

さ

。

自

分

の

居

場

所

を

作

る

。

仲

間

を

気

に

か

け

、

孤

立

化

さ

せ

な

い

。

こ

の

道

を

行

け

ば

分

か

る

さ

、

社

会

貢

献

」

と

定

め

た

。

　

ド

ラ

ゴ

ン

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

は

、

社

員

一

人

ひ

と

り

に

「

ド

ラ

ゴ

ン

（

上

司

・

先

輩

）

」

が

伴

走

し

、

仕

事

量

・

優

先

順

位

・

目

標

を

一

緒

に

設

計

す

る

仕

組

み

で

、

繁

忙

期

や

ト

ラ

ブ

ル

時

も

チ

ー

ム

で

支

え

、

無

理

な

く

成

果

を

出

せ

る

働

き

方

を

実

現

し

て

い

る

。

　

企

業

文

化

に

つ

い

て

は

、

「

選

択

の

自

由

を

認

め

、

選

択

の

責

任

を

負

う

文

化

」

「

得

意

・

不

得

意

が

あ

っ

て

い

い

、

自

己

開

示

の

文

化

」

「

今

で

き

る

こ

と

で

仲

間

に

貢

献

し

、

居

場

所

を

作

る

文

化

」

と

規

定

し

た

。

　

２

０

２

０

年

度

か

ら

実

施

さ

れ

て

い

る

上

司

選

択

制

度

は

、

社

員

が

管

理

職

の

得

意

・

不

得

意

や

人

と

な

り

を

理

解

し

た

う

え

で

「

こ

の

人

と

働

き

た

い

」

と

思

え

る

上

司

を

社

員

が

自

分

で

選

べ

る

制

度

で

、

エ

ン

ジ

ニ

ア

部

門

の

入

社

２

年

目

以

上

の

社

員

を

対

象

と

し

、

毎

年

３

月

に

上

司

選

択

の

ア

ン

ケ

ー

ト

を

実

施

す

る

。

ア

ン

ケ

ー

ト

回

収

後

、

新

入

社

員

を

含

め

て

人

数

バ

ラ

ン

ス

調

整

を

行

い

、

配

属

先

を

決

定

す

る

。

制

度

開

始

以

降

、

全

社

員

が

第

一

希

望

の

上

司

の

チ

ー

ム

に

着

任

し

て

い

る

。

室

員

が

い

な

く

な

っ

た

設

計

室

は

解

散

す

る

。

　

上

司

選

択

制

度

の

肝

と

な

る

の

が

「

室

長

活

用

マ

ニ

ュ

ア

ル

」

。

上

司

と

な

る

室

長

（

管

理

職

）

の

能

力

や

性

格

を

ま

と

め

た

、

い

わ

ば

上

司

の

通

信

簿

で

、

全

社

員

に

公

開

さ

れ

て

い

る

。

設

計

品

質

管

理

、

工

程

管

理

、

顧

客

満

足

度

向

上

と

い

っ

た

業

務

上

の

能

力

か

ら

、

社

員

の

不

安

や

悩

み

の

ケ

ア

、

社

員

の

自

己

実

現

支

援

、

仕

事

を

楽

し

ま

せ

る

な

ど

の

項

目

が

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

項

目

に

評

価

が

つ

く

。

　

田

中

氏

は

、

「

過

去

に

は

、

ど

の

部

下

に

も

選

ば

れ

ず

、

担

当

し

て

い

た

設

計

室

が

消

滅

し

た

管

理

職

が

２

人

い

た

が

、

彼

ら

は

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

が

不

向

き

だ

っ

た

だ

け

だ

。

エ

ン

ジ

ニ

ア

と

し

て

は

一

流

で

、

現

在

は

プ

レ

ー

ヤ

ー

と

し

て

最

前

線

で

活

躍

し

て

い

る

。

こ

の

状

態

は

、

一

般

的

な

組

織

で

は

降

格

と

解

釈

さ

れ

る

が

、

さ

く

ら

構

造

で

は

『

苦

手

な

ポ

ジ

シ

ョ

ン

か

ら

解

放

さ

れ

て

良

か

っ

た

ね

。

今

ま

で

ご

め

ん

ね

』

と

い

う

解

釈

を

し

て

い

る

」

と

説

明

し

た

。

　

制

度

導

入

後

は

、

部

下

側

で

は

、

上

司

の

愚

痴

が

確

実

に

減

っ

た

、

離

職

理

由

と

し

て

「

上

司

」

が

挙

が

る

こ

と

が

な

く

な

っ

た

、

上

司

の

弱

点

に

期

待

し

な

く

な

っ

た

、

上

司

を

助

け

よ

う

と

す

る

社

員

が

増

え

た

、

管

理

職

（

上

司

）

側

で

は

、

弱

点

が

全

社

に

公

開

さ

れ

る

た

め

、

背

伸

び

し

た

り

、

虚

勢

を

張

れ

な

く

な

っ

た

、

「

完

璧

な

上

司

で

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

い

う

プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

か

ら

解

放

さ

れ

、

「

助

け

て

」

と

言

い

や

す

く

な

っ

た

、

自

分

か

ら

「

助

け

て

」

と

言

う

前

に

、

部

下

が

先

回

り

し

て

助

け

て

く

れ

る

場

面

が

増

え

た

、

苦

手

な

こ

と

に

時

間

を

か

け

ず

、

得

意

な

こ

と

や

期

待

さ

れ

て

い

る

役

割

に

集

中

し

や

す

く

な

っ

た

と

い

っ

た

変

化

が

生

じ

て

い

る

と

い

う

。

　

こ

れ

ら

の

施

策

の

結

果

、

離

職

率

は

「

２

０

２

３

年

度

に

は

０

・

９

％

に

減

少

し

た

。

上

司

選

択

制

度

導

入

後

の

管

理

職

の

離

職

者

は

い

な

い

。

田

中

氏

は

「

地

方

の

中

小

企

業

は

昔

か

ら

採

用

に

苦

し

ん

で

き

た

。

い

く

ら

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

を

行

っ

て

も

即

戦

力

は

来

て

く

れ

な

い

の

で

、

社

員

に

辞

め

ら

れ

た

ら

困

る

。

ず

っ

と

採

用

に

悩

ん

で

き

て

、

こ

う

い

う

こ

と

を

始

め

て

、

少

し

ず

つ

結

果

が

出

て

き

た

」

と

述

べ

た

。


